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研究成果の概要（和文）：日韓における祭りの再生と観光資源化について観光学的な理解を深める研究目的を達成する
ため、日韓における幅広い現地調査及び文献調査を行い、以下の主な研究成果をあげることができた。①韓国の祭りの
衰退の原因は、日本植民地支配による影響より、キリスト教及び近代化の影響が大きい②日韓において伝統文化の観光
資源化が積極的に行われている。③祭り開催は、韓国は行政、日本は地域住民が主導することが多い④地域の伝統文化
は地方のインバウンド観光の拡大につながる⑤少子高齢化時代には祭りの観光資源化が有効な手段になりうる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to deepen understanding of creation and revival 
of festivals in Japan and Korea. The results through field work and literature study are as follows; 
①The decline of traditional festivals in Korean is due to the influence by Christianity and 
modernization of its society; ②In Japan and Korea traditional festivals have become tourism resources; 
③The organizer of festivals are mainly government in Korea, and citizens in Japan; ④The traditional 
culture may lead to increase of inbound tourists of the region; ⑤The festivals can be effective objects 
in the period of aging society with fewer children.

研究分野：観光学
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１．研究開始当初の背景 

１）伝統文化の衰退と再生プロセスの解明 

伝統的な祭りが再生され、観光資源として

再生活用する動きが日本各地で進んでいる。

同様の動向は韓国でも生じており、伝統文化

の再評価と観光資源開発が結び付いた現象

として一般化されることが多い。しかし両国

で進行している祭りの観光資源化には、社会

背景の違いを反映した相違が大きい。 

 韓国では、国や地方自治体により新しい祭

りが創られ、観光イベント化された祭りを開

催することで国内外の観光客誘致及び地域

活性化に一定の成果を挙げている。一方、韓

国で開催されている「祭り」の多くは近年に

なって創出されたもので、各地域に古くから

継承されてきた祭りは僅かに残されている

にすぎない。祭りのテーマには地域に縁のあ

る特産物、競演大会、歴史的な事件、人物な

どが取り上げられることが多く、観光資源づ

くりの側面が強い。 

韓国の研究者の間では、同国において新規

創出された祭りが大半を占める理由として、

日本の植民地政策によって伝統文化が途絶

したことが原因だとする説もある。日本統治

期の近代化政策が祭りの消長に影響を及ぼ

したことは否めないが、それが途絶原因のす

べてとは言い難い。韓国社会における伝統的

な祭りの維持、再興に伴う困難には、韓国社

会の特質、複雑な歴史的背景が影響している

可能性が高く、日韓両国では、似て非なる現

象が生じていると考えられる。 

 

２）祭り研究の観光学的意義 

各国・地域で催される祭りは、地域内イベ

ントとしての役割にとどまらず、異文化理解

を促す観光資源としての価値が高い。ただし、

各国・地域で開催される祭りについて歴史

的・社会的背景を視野に入れ、それぞれの社

会における伝統文化の衰退と再生プロセス

を正しく理解しておくことが前提となる。従

来、祭りの研究は民俗学的視点、経済的な側

面あるいは参加者の意識に関する分析がそ

の多くを占めている。今後は歴史的、社会的

な背景も視野に入れながら、祭りの衰退と再

生、観光化過程を多角的かつ実証的に解明し

ていくことに本研究の意義があると考える。 

 

２．研究の目的 

１）韓国における祭りの衰退と再生プロセス 

韓国社会のおける祭りの衰退と再生のプ

ロセスを解明し、日本における祭り及び地域

活性化政策を通じ、伝統文化の再生と観光資

源化について観光学的な理解を深める。 

 

２）日本のインバウンド観光政策への提言 

韓国同様、インバウンドをはじめ観光客誘

致に力を入れている日本の観光活性化政策

にも提言する。 

上記の目的を達成するため本研究は、日韓

両国において現地調査及び文献調査を行い、

韓国で観光客誘致及び地域活性化の目的で

開催されている祭りの事例を具体的かつ実

証的に調査分析した。 

 

３．研究の方法 

本研究課題は、日韓両国における現地調査

及び文献調査を行った。 

１） 現地調査 

 韓国 33カ所、日本 42カ所、合計 75カ所

で祭り及び観光関連現地調査を実施した。 

 

２）インタビュー・アンケート調査 

日本統治を経験した高齢者を対象とした

聞き取りを実施した。これにより、各地域で

催されていた伝統的な祭りが衰退した過程

について分析できた。加えて、近年創造され

た祭りと伝統的祭りについて、運営組織、地

域住民の参加意識、観光資源としての価値評

価など、観光学的視点から調査を行った。 

 



３）文献調査 

韓国国立中央図書館、国立中央博物館など

の資料所蔵機関において、日本統治期及び前

後の祭り関連資料を収集し、分析を行った。

加えて、祭り開催地域において祭り関連文献

調査を行った。 

 

４．研究成果 

１）明らかになったこと 

①韓国の祭りの衰退の原因 

日本植民地支配による影響より、キリスト

教徒の増加及び近代化の影響が大きい。例え

ば、地域の祭りの開催と関わりを持つ村の祠

などは、植民地時期よりも 1970 年代の近代

化の時期に破壊されたものが大きいことが

現地調査より明らかにった。また、祭りの衰

退も戦後の経済的困難状況やキリスト教の

普及、近代化運動による影響が大きいことが

究明できた。日本植民地経験と関連して興味

深いことは、負の遺産とされていた植民地時

期の建物や街を観光資源化しようとする動

きが積極的に行われることである。例えば、

植民地時期に多くの日本人が居住していた

旧日本人村を整備し、地域の観光資源として

定着させている。 

 

②日韓における伝統文化の観光資源化 

日韓において伝統文化の観光資源化が積

極的に行われている。韓国では、祭り開催に

より地域活性化に成功した事例が多くある。 

とりわけ、地方自治制が本格的に実施され

た 1995年から現在に至り、新しく創られ、

観光活性化を目的として開催されている祭

りがほとんどである。伝統芸能公演施設経営

に関する日韓比較を行った結果、韓国の場合

は無料公演が多く、国や官主導の経営が主で

あった。日本の場合でも第三セクターや行政

による経営が多いが、有料公演となっている。

日韓両国において、施設の運営には人材育成

が課題になっていることが明らかになった。 

③祭り開催の主体 

祭り開催は、韓国は行政、日本は地域住民

が主導することが多い。しかし、日本におい

ても祭りの主導的担い手の高齢化が問題に

なっている。こうした解決策として、大学生

の地域イベントへの参加は、地域活性化に貢

献し、世代交流・地域交流・国際交流に貢献

できる。加えて、観光関連実務教育にも影響

を与えている。 

 

④伝統文化の活用によるインバウンド戦略 

2020年東京オリンピック・パラリンピッ

クの開催の決定及び、2013年訪日外国人数

が 1,000万人を超えたことで、インバウンド

観光が有効な地域政策として注目を集めて

いると同時に地域活性化と国際交流に大き

く貢献できる。韓国では早くから伝統文化を

活用した外国人観光客誘致が積極的に行わ

れていた。日本でも地域の伝統文化を活用し

た観光客誘致に取り組むようになった。例え

ば、広島県山県郡北広島町では、外国人観光

客誘致に伝統文化である神楽を披露するな

ど伝統文化を観光資源化する動きがみられ

ている。 

一方、地域活性化や国際交流の有効な手段

として関心が高まっているインバウンド観

光だが、多くの課題も抱えている。とりわけ、

官民の連携体制の構築や受け入れ体制の整

備、人材育成及び活用、積極的な誘致活動、

継続性などインバウンド観光の課題があげ

られる。 

 

⑤少子高齢化時代における祭りの観光資源

化と地域活性化 

少子高齢化時代においては祭りの観光資

源化が克服の有効な手段になりうる。少子高

齢化や地方活性化が共に課題となっている

日韓両国において、祭りの観光資源化は地域

振興に寄与する。実際に伝統文化などの観光

資源化により地域振興につながった事例が



あった。 

 

２）発信 

①学会・研究会発表：日韓両国の学会・研

究会で日韓の祭り及び観光について発表す

ることができた。 

 

②地域発信：行政、地域産業など市民を対

象にした講演会で研究成果を生かした講演

を行った。 

 

③教育：研究成果を高校・大学の教育現場

で発信できた。 

 

３）提言 

①人口減少・高齢化社会時代における観光

振興の課題と解決策について提言できた。

②地域の伝統文化など地域資源をインバウ

ンド観光につなげる方法について提言でき

た。 
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